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　本論文では，印象に基づいて動画クリップと音楽クリップの相互検索を可能とすることを
目的として，動画クリップと音楽クリップを感性の主因子により対応付けを行った試みにつ
いて述べる．まず，動画クリップと音楽クリップに対する感性の主因子について概説する．次
に，感性の主因子を用いた動画クリップと音楽クリップの対応付け法を示す．その後，動画
クリップを基にして音楽クリップを検索した結果を示す．検索結果としては，動画クリップ
に合った音楽クリップが求まる場合と，音楽クリップを聞きながら動画クリップを見ると異
なる感じを受けるような音楽クリップが求まる場合があった．
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This paper describes an attempt of mutual adaptation of video clips and music ones by
using the Kansei factors. The end of this paper is obtaining the video clips (music clips,
respectively) having the similar impression of the specified music clip (video clip). First,
the Kansei factors of video and music clips are briefly described. Next, the method of
the mutual adaptation of video clips and music ones is presented. This method uses the
Kansei factors of video and music clips. After that, music clips are tried to be obtained by
specifying some video clips. In some cases, the music clips suitable to the specified video
clip can be obtained. In other cases, the music clips that influence the feeling of the video
clips are obtained.
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1 はじめに

近年，インターネット上に，画像・動画・音といっ
たマルチメディアデータが遍在するようになってき
ている．これらのメディアデータを内容に基づいて
検索したいという要求は古くからあり，様々な研究
が行われてきている．ここで，画像・動画・音といっ
たマルチメディアデータは人間に対してある種の印
象を与える．例えば，小川の写真が清涼感を与える
といったことである．従って，印象に基づいてマル
チメディアデータを検索したいという要求も当然存
在し，印象に基づいて画像・動画・音を検索する研
究も盛んに行われている [1–10]．
著者らは，あるメディアデータにふさわしい他メ

ディアのデータを取り出す試みを行っている [20, 21,
22]．画像，音クリップ，音楽クリップ，動画クリッ
プに対して感性の主因子を求めたところ，メディア
に共通の因子が存在するのではないかという結果が
得られている [21, 22]．また，この結果を利用した，
画像，音クリップ，動画クリップの相互検索システ
ムを試作し，明らかに適合していないもの以外を正
解集合とすると，様々なメディアデータを感性の主
因子により対応付ける方法は良い検索特性を持つこ
とを明らかにしてきた [23, 24, 25]．
しかしながら，音楽クリップについては未サポー

トであった．特に，動画クリップに対しては，印象
の合った音楽を検索したいという要求は強く，これ
に対する検討が必要である．
そこで本論文では，印象に基づく動画クリップと

音楽クリップの相互検索を可能とすることを目的と
して，動画クリップと音楽クリップを感性の主因子
により対応付けを行った試みについて述べる．
以下，２では感性の主因子について述べ，３で試

作した検索システムについて述べる．４で考察を行
い，最後に，５でまとめる．

2 感性の主因子

2.1 感性の主因子の導出法

心理学の研究では，印象語が表す感性的な性質
はいくつかの基本的な因子（感性の主因子）によっ
て表現されることが明らかとなっている．これは，
Semantic Differential(SD)法という手法を用いて解
析した結果得られるものである．SD 法とは心理学
者 C. E. Osgoodが考案した手法で，複数の反対の

意味を持つ印象語の対を尺度とし，その間をいくつ
かの段階に分けてある対象物を被験者に評価させる
ものである [15, 16, 17]．図 1は，「父」についてどの
ような印象を受けるかを評価した例である．この例
では，７段階で評価している．例えば，happy–sad
では，いくぶん happyであり，hard–softでは，か
なり hardであるといった具合いである．

happy :_:_:X:_:_:_:_: sad

hard :_:X:_:_:_:_:_: soft

slow :_:_:_:_:X:_:_: fast

図 1: SD法の例

これらの印象語対がそれぞれ単一次元の特性を抽
出すると仮定し，因子分析を適用すると，次元の少
ない，より簡潔なものとすることができる．因子分
析では，n個の観測対象に対する p変量のデータの
行列をXとすると，Xを下式のように表現する [19]．

X = FA′ + E

ここで，Fは n× mの行列，A’は p × mの行列A
の転置行列，Eは n × pの行列であり，mをできる
だけ小さくとり，かつ，Eを十分小さくなるように
分解し，Fと Aを求める．Fは因子得点行列，Aは
因子負荷量行列，Eは残差行列と呼ばれる．変量の
数 p よりもかなり小さい mを用いることで潜在的
な因子を求める．
ここで，Eを十分小さくするにはいくつかの方法

がある [19]．Eの分散・共分散行列を U = E ′E と
すると，Uの各要素の２乗和を最小にする方法は主
成分分析法と呼ばれる．また，Uの非対角要素の２
乗和を最小にする方法はMinres法と呼ばれる．
因子負荷行列 A は一意に決定できるものではな

く，自由度がある．通常は，ある変量は絶対値が大
きく，他の変量は絶対値が小さくなるような回転を
施し，説明をしやすくするのが一般的である．良く
利用される方法にバリマックス法がある [19]．
また，因子得点行列 Fも一意に決定できるもので

はない．良く知られている方法には以下の方法があ
る [19]．

F1 = XR−1A (1)

F2 = XWA(A′WA)−1 (2)

ここで，Wは重み行列である [19]．この因子分析を
SD法によって求まった得点に適用すると，ものや
概念に内在する因子が得られる [15]．これを感性の
主因子と呼ぶ．
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表 1: 音楽クリップに対する因子負荷量

形容詞対 第一因子 第二因子 第三因子 第四因子

美しい － 醜い -0.927864 0.187161 -0.139654 -0.137400
自然な － 不自然な -0.862504 0.197756 -0.133837 -0.394612
新鮮な － 古くさい 0.143693 -0.366938 0.019719 0.069283
澄んだ － 濁った -0.858464 0.162458 -0.215991 0.030834

潤いのある － 渇いた -0.861612 -0.017717 -0.187395 -0.377424
かたい － 柔らかい 0.522295 0.209327 0.229344 0.677070
暖かい － 冷たい -0.312847 -0.544928 -0.142103 -0.697552
明るい － 暗い 0.145262 -0.954926 0.172095 -0.165238
単純な － 複雑な 0.181876 -0.541903 -0.012666 -0.603547
大胆な － 繊細な 0.642414 -0.389970 0.634508 -0.074972
動的な － 静的な 0.569398 -0.565679 0.497459 0.311576
緊張した － ゆったりした 0.416875 -0.041651 0.284217 0.848456
大きい － 小さい 0.145097 0.035741 0.920146 0.160475
重い － 軽い -0.151100 0.811485 0.423871 0.259657
強い － 弱い 0.323190 -0.054137 0.881561 0.212338

うれしい － 悲しい -0.027394 -0.934982 0.170345 -0.238042

2.2 音楽クリップと動画クリップに対する

感性の主因子

画像，音クリップ，音楽クリップ，動画クリップ
に対して，ＳＤ法により評価し因子分析してきてい
る [21]．ここでは，主に音楽クリップと動画クリッ
プを対象にして，これまでに得られてきている結果
を概説する．
ここでは，被験者がＳＤ法により，２，１，０，－

１，－２の５段階で各メディアデータを評価し，こ
のデータを各画像，各印象語対ごとに平均を求め，
Minres法 [19]により因子分析を行って得ている．こ
こで，使用した印象語対の数は１６である．また，
因子は，１より大きい固有値を持つ因子を採用する
ことにして得ている．さらに，因子負荷行列は，バ
リマックス回転を行って得ている．
対象の音楽クリップは，約３０秒程度の器楽によ

る演奏２０個で，おのおの，約３０秒である．これ
らは，著作権フリーの素材集 [26, 27]から選択して
いる．被験者は男子大学生１３名である．
対象の動画クリップは，大道芸やストリートダン

ス等のストリートパフォーマンスのもの４１個で，
おのおの約３０秒である．これらは著者らが撮影し
たものである．被験者は男子大学生６名である．

なお，対象のメディアデータの一覧を付録に示す．
音楽クリップに対しては，４つの因子が得られて

いる．得られている因子負荷量を表 1に示す．
動画クリップに対しては，５つの因子が得られて

いる．得られている因子負荷量を表 2に示す．
さらに，感性の主因子の意味を説明する変数の決

定方法を明確化し，感性の主因子の説明を試みてい
る [22]．この説明変数の決定方法は，因子負荷量行
列の因子負荷量の大きい印象語対がその因子を表し
ているという従来の考え方に従っているが，他の因
子と比較して特に重みの重い印象語対を選択するよ
うにしている [22]．この方法により得られた印象語
対をまとめて表 3に示す．
明快性と名付けた因子は，音楽クリップと動画ク

リップで非常に良く似た因子と考えられる．その他
の因子は，大体合っているという程度の因子であろ
うと考えられる．また，因子の数が異なっており，動
画クリップにおける活動性の因子が音楽クリップで
は現われていない．

3 検索システム

ここでは，音楽クリップと動画クリップを対象と
した相互検索について述べる．
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表 2: 動画クリップに対する因子負荷量

形容詞対 第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子
速い － 遅い 0.538545 0.244507 0.283440 -0.576095 0.039596

規則的な － 不規則な 0.011389 -0.039909 0.042983 -0.857792 -0.055398
動的な － 静的な 0.432494 0.458802 0.089447 -0.630052 -0.194658
美しい － 醜い 0.318047 0.274800 0.554906 -0.357700 0.097178

なめらかな － なめらかでない 0.214270 0.826630 0.185568 -0.304658 0.125032
メリハリのある － メリハリのない 0.781336 0.078301 0.295757 -0.183973 0.088458

直線的 － 曲線的 0.141999 -0.729723 0.027660 0.129440 0.268317
明るい － 暗い 0.123178 -0.171992 0.921306 -0.217026 -0.216238
愉快な － 不愉快な 0.097099 0.201310 0.770028 -0.010341 0.008387
複雑な － 単純な 0.360257 0.552325 0.290819 -0.254394 -0.206072
自然な － 人工的な -0.024389 0.163046 0.070997 -0.086998 -0.612873
大胆な － 繊細な 0.776792 0.142005 -0.034649 0.041973 -0.172107
緊張した － ゆったりした 0.726090 -0.164509 0.013147 -0.147228 0.212057
迫力のある － 迫力のない 0.879302 0.016049 0.210259 -0.084357 -0.025818
堅い － 柔らかい 0.027794 -0.837093 -0.023316 -0.043819 0.102004
軽快な － 重厚な 0.109458 0.411858 0.323982 -0.730394 -0.109490

表 3: 感性の主因子を説明する印象語対

主因子 　　音楽クリップ 　動画クリップ

自然性 美しい－醜い 自然な－人工的な
自然な－不自然な
潤いのある－渇いた
澄んだ－濁った

明快性 明るい－暗い 明るい－暗い
うれしい－悲しい 愉快な－不愉快な

堅鋭性 緊張した なめらかな
　－ゆったりした 　－なめらかでない

堅い－柔らかい
直線的－曲線的

力量性 大きい－小さい 迫力のある
強い－弱い 　－迫力のない

メリハリのある
　－メリハリのない
大胆な－繊細な
緊張した
　－ゆったりした

活動性 　　　　－ 規則的な－不規則な

3.1 対応付け法

試作している検索システムでは，メディアデータ

の因子得点をもとにする．ただし，動画クリップに
おける活動性の因子が音楽クリップには存在しない．
そこで，今回は，活動性の因子を使用しないで対応
付けを行った．したがって，あるメディアデータが与
えられたとき，その i番目の因子の因子得点を tmi

とし，検索対象のデータの i番目の因子の因子得点

をmiとすると，
√∑4

i=1(tmi − mi)2 により距離を
求め，この距離の小さいもの（相違度が低いもの）
を候補とする．ただし，因子得点は，2.1で示した式
(2)を使用して求めている．

3.2 検索概要

試作した検索システムの検索法の概要を示す．
動画クリップをもとに検索を行う場合の検索画面

の例を図 2に示す．アイコンをクリックすると，動
画が再生される．最上位の動画は，赤い Tシャツを
着た男性がストリートパフォーマンスを行っている
ものである．アイコンの下に，対応する画像，音ク
リップや音楽クリップを求めるボタンがある．ここ
で，対応する音楽クリップを求めるボタンを押すと，
図 3に示す画面が表示される．
図 3において，検索結果を示すアンカーをクリッ

クすると，音楽クリップが再生される．この例では，
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図 2: 動画クリップからの検索画面

ロックやラップ等が得られた．また，アンカーの下
には，その音楽クリップに対応する画像，音クリッ
プや動画クリップを求めるボタンがある．このよう
に，多種のメディアデータをキーにして相互に検索
することが可能である．

3.3 検索例

ここでは，いくつかの動画クリップから音楽クリッ
プを求めた結果を示す．それぞれ，検索結果の上位
５件を示す．また，結果に付した番号は，付録に示
した対象メディアデータの番号である．

(1) 動画クリップ「5. ジャグリング，輪，１人，男
性」に対する検索結果を以下に示す．

1. ウィリアムテル序曲 (17)

2. Sound Track(20)

3. Rock(5)

4. Rap(12)

5. French Waltz(9)

これらの音楽クリップは動画クリップに良く合っ
ているものであった．

(2) 動画クリップ「6. ジャグリング，こん棒，１人，

図 3: 動画クリップから音楽クリップの検索結

果画面

男性」に対する検索結果を以下に示す．

1. 和 2(18)

2. Overture(3)

3. French Waltz(9)

4. オルゴール (Mozart)(13)

5. Slow Jazz(トランペット)(6)

「9. French Waltz」は非常に良く合っている．そ
の他の４曲は静かな曲であり，合っていないことも
ないという程度のものであった．

(3) 動画クリップ「12. 大道芸，呼び出し，おじさ
ん」に対する検索結果を以下に示す．

1. Blue Grass(バンジョー)(10)

2. Rap(12)

3. Rock(5)

4. Bridge(7)

5. Flamenco(11)

「10. Blue Grass(バンジョー)」は非常に良く合っ
ているが，その他は合っているとは言い難い．

(4) 動画クリップ「19. ストリートダンス，女の子，
３人，白黒」に対する検索結果を以下に示す．

5
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1. Piano(4)

2. Bach Jazz(1)

3. Overture(3)

4. French Waltz(9)

5. Allegro(15)

「4. Piano」と「3. Overture」はあまり合ってい
るとは言い難く，その他は当たらずとも遠からずと
いう程度である．

(5) 動画クリップ「26. ストリートパフォーマンス，
男，１人，赤，人形の動き」に対する検索結果を以
下に示す．

1. Rock(5)

2. Rap(12)

3. Bridge(7)

4. Reggae(8)

5. Flamenco(11)

これらの音楽クリップは動画クリップに良く合っ
ているものであった．

(6) 動画クリップ「34. 女のピエロ，パントマイム，
赤」に対する検索結果を以下に示す．

1. Reggae(8)

2. コミカル 2(オルガン)(14)

3. Rock(5)

4. Rap(12)

5. Blue Grass(バンジョー)(10)

「8. Reggae」と「14. コミカル 2(オルガン)」は良
く合っているが，その他は合っているとは言い難い．

4 考察

動画クリップ「5. ジャグリング，輪，１人，男性」，
「12. 大道芸，呼び出し，おじさん」，「26. ストリー
トパフォーマンス，男，１人，赤，人形の動き」，な
らびに，「34. 女のピエロ，パントマイム，赤」につ
いては，上位の検索候補がそれぞれの動画クリップ
と良く合っている．12と 34については，下位の検
索候補はあまり合っていないが，これは音楽クリッ
プが２０個しかなく，ふさわしい音楽クリップがな
いためであろうと考えられる．また，今回使用した
動画クリップはストリートパフォーマンスのもので
あるため，リズミカルな音楽クリップが選ばれる傾
向がある．

動画クリップ「6. ジャグリング，こん棒，１人，
男性」は，男性が１人でこん棒でジャグリングをし
ているクリップであるが，音楽クリップ「9. French
Waltz」はこれに非常に良く合っている．一方，こ
の動画に対しては，音楽クリップ「18. 和 2」や「6.
Slow Jazz(トランペット)」も得られている．音楽ク
リップ「18. 和 2」はゆったりとした和風の曲であ
り，この曲を聞きながらこの動画クリップを見ると，
昼下がりのけだるさを感じるような感じがする．ま
た，音楽クリップ「6. Slow Jazz(トランペット)」は
哀愁に満ちたトランペットの曲であるが，この曲を
聞きながらこの動画クリップを見ると，ジャグリン
グをしている男性がかわいそうに感じてくる．音楽
クリップ「18. 和 2」や「6. Slow Jazz(トランペッ
ト)」は，ともにこの動画クリップに合っていないと
は言えないが，これらの音楽クリップを聞きながら
動画クリップを見ると，別の雰囲気を感じる．これ
は，動画クリップ「19. ストリートダンス，女の子，
３人，白黒」についてもいえることである．以上の
ことは，動画クリップの許容範囲の広さを示すもの
であるとも考えられる．また，音楽クリップが別の
雰囲気にさせてしまうともいえる．この意味では，
音楽クリップと動画クリップが互いに作用し合って
それぞれにはない雰囲気を創り出しているとも考え
られる．この特性は，画像，音クリップ，ならびに，
動画クリップの相互検索ではあまり見られなかった．
動画クリップと音楽クリップに特に顕著に見られる
特性であるとも考えられる．
以上より，動画クリップと音楽クリップの相互検

索はかなり困難であると考えられる．得られたもの
が求める雰囲気と合致しているとは限らないからで
ある．したがって，求める雰囲気を何らかの方法で
得る必要があると考えられる．一方，これを積極的
に利用すると，考えてもみなかった雰囲気の動画ク
リップと音楽クリップの組合せが求まる可能性もあ
る．これらについての検討は今後の課題である．

5 おわりに

感性の主因子を用いた動画クリップと音楽クリッ
プの相互検索を実現した．実際に検索を行ったとこ
ろ，動画クリップに合った音楽クリップが求まった
場合と，音楽クリップを聞きながら動画クリップを
見ると異なる感じを受けるような音楽クリップが求
まった場合があった．
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今後は，動画クリップと音楽クリップの相互作用
についての検討，各メディアデータの特徴量と因子
得点の関係の明確化，感性の個人差への対応，大規
模データベースへの適用などが課題である．
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付録 対象メディアデータ

A.1 音楽クリップ

1. Bach Jazz

2. Capriccio Italiano

3. Overture

4. Piano

5. Rock

6. Slow Jazz(トランペット)

7. Bridge

8. Reggae

9. French Waltz

10. Blue Grass(バンジョー)

11. Flamenco

12. Rap

13. オルゴール (Mozart)

14. コミカル 2(オルガン)

15. Allegro

16. Invention(Bach)(チェンバロ)

17. ウィリアムテル序曲
18. 和 2

19. トッカータとフーガ
20. Sound Track

A.2 動画クリップ

1. ジャグリング，玉，１人，男性
2. ジャグリング，棒，１人，男性
3. ジャグリング，玉，２人，男性
4. ジャグリング，玉，２人，男性
5. ジャグリング，輪，１人，男性
6. ジャグリング，こん棒，１人，男性
7. ジャグリング，こん棒，２人，男性
8. ジャグリング，玉，４人，男性
9. 弾き語り，一人，男性

10. 弾き語り，二人，男性

11. 大道芸，皿回し，おじさん
12. 大道芸，呼び出し，おじさん
13. 大道芸，国旗，花火，柳，おじさん
14. 大道芸，大根切り，おじさんと女の子
15. ストリートダンス，子供，２人，カラフル
16. ストリートダンス，子供，３人，カラフル
17. ストリートダンス，子供，５人，カラフル
18. ストリートダンス，女の子，２人，白黒
19. ストリートダンス，女の子，３人，白黒
20. ストリートダンス，女の子，２人から多数，白黒
21. ストリートダンス，女の子，多数と１人，白黒と赤
22. 空手の組み手，男，５人
23. 側転と起き上がり，男，１人
24. 頭上かわら割り，男，１人
25. ストリートダンス，男，５人，赤
26. ストリートパフォーマンス，男，１人，赤，人形

の動き
27. ストリートダンス，男，１人，赤，回転
28. ストリートダンス，女子，４人，白と赤，イェー

イェー
29. ストリートダンス，女子，４人，白と赤，活発
30. ストリートダンス，女子，４人，白と赤，グニャグ

ニャ
31. ピエロ，風船，携帯電話
32. ピエロ，風船，ハート
33. ピエロ，ジャグリング，箱，活発
34. 女のピエロ，パントマイム，赤
35. 女のピエロ，手品，赤
36. 女のピエロと男性，皿回し，皿移し
37. 女のピエロと男性，風船
38. 女のピエロとカップル，告白劇
39. ストリートダンス，女子，４人，タンクトップと

ジャージ，グニャグニャ
40. ストリートダンス，女子，４人，タンクトップと

ジャージ，活発
41. ストリートダンス，女子，４人，タンクトップと

ジャージ，移行
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